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情報処理実習の講義に関するアンケート調査

すばる国際大学　情報教室

【調査結果】

図１．パソコンの経験年数

　表記調査を実施した結果、調査対象者数49人のうち45人から有効回答を得た（回収率は92%）。


【問１．パソコンの経験】

　「情報処理実習」の講義を受講するまでに、パソコン（ワープロを含む）を利用した経験のある学生は51%で半数を超えている。さらに、そのうち40%は１年以上の経験を持っている。

【問２．講義の進行速度】

　講義の進行速度については、ほぼ半数が「適当」と答えており、全体的には「やや速い」という評価になっている。問１の「経験の有無」別に見ると、経験のない学生は「速い」、経験のある学生は「遅い」と評価する傾向が読みとれる。

【問６．課題の量】

　講義で出される課題の量については、半数以上の学生が「多すぎる」と答えており、「やや多い」と合わせると80%に達する。問１の「経験の有無」別に見ると、経験の有無に関わらず「多すぎる」という評価がもっとも多いが、相対的には経験のない学生が「多い」と評価する傾向が強い。

【考察】

　受講するまでのパソコン利用経験の無により、講義の進行速度や課題の量に対する評価がはっきりと分かれる。経験者の増加は、大学におけるコンピュータ教育のあり方に変革を迫る要因になる。一方で、未経験者に対する効果的な教育方法も模索されるべきである。
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文書全体のフォーマット


□[編集]→[すべて選択]


   ●文字ポイント＝10pt


□[ファイル]→[ページ設定]


●文字数＝46文字


●行数＝37行
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グラフの作成


□[挿入]→[オブジェクト]→[Microsoft Graph グラフ]





1. この2行を範囲選択


2. [罫線]→[線種とページ罫線と網掛けの設定]


●[罫線]タブ→[影付き]


3. （この2行を選択したまま）


[書式]→[段落]


間隔⇒行間：[固定]　間隔：[20pt]


⇒[OK]





1. 左端を含むこの範囲を選択


2. 右クリック→[数式と値のクリア]





図１　パソコンの経験年数（単位：人）





1. グラフ領域で右クリック


2. [グラフのオプション]を選択


●[タイトルとラベル]タブ⇒[グラフタイトル]


●[データラベル]タブ⇒「値」にチェック


3. [OK]


4. 「グラフタイトル」をダブルクリック


5. [パターン]タブ


   ●「影付き」にチェック





空行を２行にする（以下同じ）





表の作成


列幅の揃え方


揃えるセルを範囲選択


[罫線]→[自動調整]→[列の幅を揃える]





行の高さの指定


揃えるセルを範囲選択


[罫線]→[表のプロパティ]→[行]タブを選択


「高さを指定する」をチェック


高さの数値を指定


「固定値」を選択








